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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介したサーバのサービスを受けることができ、該サーバから提供される
サービス情報を表示する表示手段と該表示手段の画面操作を指示する操作指示手段とを備
えたクライアント端末であって、
　第１の表示状態として、該表示手段の表示画面に、該サーバからダウンロードされたＷ
ｅｂページを表示するとともに、該表示画面の辺部に縦長の表示／非表示切替スイッチ領
域を表示し、
　第２の表示状態として、該操作指示手段による該表示／非表示切替スイッチ領域の操作
に応じて、該Ｗｅｂページの表示領域を該Ｗｅｂページ全体を表示した状態で縮小して、
縮小された該Ｗｅｂページの表示領域と隣り合う該表示／非表示切替スイッチ領域よりも
該表示画面の辺側の領域に、表示されている該Ｗｅｂページの表示形態を変更操作するた
めの操作領域を表示し、
　該操作領域は、該操作指示手段の指示操作に応じて操作され、該表示画面に表示されて
いる該Ｗｅｂページの表示形態を閲覧者にとって閲覧し易い各種の表示形態に設定変更す
るための複数の操作手段と該操作手段の操作による設定状態を表示する設定表示手段とを
設けたテレビやビデオなどに用いられるリモコンのパネル部と同様の形態のコントロール
パネルであって、
　該第２の表示状態で該表示／非表示切替スイッチ領域を操作することにより、該第１の
表示状態に切り替える
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　ことを特徴とするクライアント端末。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記コントロールパネルに、前記操作指示手段の指示によって前記Ｗｅｂページの拡大
率を変更させる操作がなされる操作手段と、前記操作指示手段の指示によって前記Ｗｅｂ
ページのモノクロ反転のための操作がなされる操作手段と、前記操作指示手段の指示によ
って前記Ｗｅｂページの色調反転のための操作がなされる操作手段とを設けたことを特徴
とするクライアント端末。
【請求項３】
　請求項１において、
　前記コントロールパネルは、
　　前記Ｗｅｂページの拡大率を変更させるための表示サイズ変更操作手段と、
　　該表示サイズ変更手段で変更可能な表示形態以外の前記Ｗｅｂページの表示形態であ
って、前記Ｗｅｂページの異なる機能の表示形態を選択するための複数の機能選択操作手
段が表示され、前記操作指示手段の指示により該複数の機能選択操作手段の内のいずれか
１つが選択される機能選択操作部と、
　　選択された該機能選択操作手段に対する操作手段を表示させるための機能設定領域と
　を備え、
　該機能選択操作手段で選択されて該機能設定領域に表示された該操作手段が前記操作指
示手段の指示により操作されることにより、操作される該操作手段に応じた表示形態で前
記Ｗｅｂページを、前記サーバから再度ダウンロードすることなく、表示させることを特
徴とするクライアント端末。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記機能選択操作部の前記複数の機能選択操作手段は、
　　前記Ｗｅｂページのモノクロ反転表示や色調反転表示を行なわせるためのカラー変更
操作手段と、
　　前記Ｗｅｂページの文章の読み上げを行なわせる音声読み上げ操作手段と、
　　前記Ｗｅｂページの文章にふりがなを付けるふりがな（ルビ）操作手段と
　であって、
　前記機能選択操作手段の選択が切り替えられる毎に、前記機能設定領域で、選択された
前記機能選択操作手段に対する操作手段が切り替え表示されることを特徴とするクライア
ント端末。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記音声読み上げ操作手段は、読み上げる音量や速さを調整する指示部を有することを
特徴とするクライアント端末。
【請求項６】
　請求項４において、
　前記音声読み上げ操作手段は、前記表示画面に表示される前記Ｗｅｂページの読み上げ
る位置を変更する指示部を有することを特徴とするクライアント端末。
【請求項７】
　請求項４において、
　前記ふりがな（ルビ）操作手段は、前記表示画面に表示される前記Ｗｅｂページの文章
に、ひらがなとローマ字のふりがなを選択的に指示する指示部を有することを特徴とする
クライアント端末。
【請求項８】
　請求項２～７のいずれか１つにおいて、
　前記操作指示手段は、カーソル操作によって前記操作手段の操作指示を行なうことを特
徴とするクライアント端末。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、サーバからダウンロードされたＷｅｂページを閲覧するクライアント端末に
係り、特に、Ｗｅｂページの表示形態の操作に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットが普及し、情報の発信や情報の収集，検索のための場として活用
されている。そして、これを活用する手段として、クライアント端末としてのパソコンが
インターネットに接続されて用いられ、インターネットに接続されたＷｅｂサーバからダ
ウンロードされたＷｅｂページ（ホームページ）が、このクライアント端末に格納されて
いるＷｅｂブラウザのもとに、表示画面に表示される。
【０００３】
　そして、表示されるＷｅｂページのうちの文字画面については、画面上に表示される所
定のボタンをクリック操作してＷｅｂブラウザの文字サイズの設定を行なうことにより、
文字サイズの拡大や縮小を行なうことができるようにしているものもある。従って、高齢
者や視覚障害者などのＷｅｂページの閲覧者にとって読みづらい文章も、これを拡大表示
させることにより、読み易いものとなる。
【０００４】
　しかしながら、かかる方法は文字画面にのみ可能であって、画像の画面では、そのサイ
ズを変えることができない。
【０００５】
　これに対し、Ｗｅｂページの全体画面を複数の部分画面に分割し、この全体画面を表示
画面上に縮小して表示するとともに、この縮小画面からＷｅｂページの閲覧者が閲覧しよ
うと思う領域を指定すると、この領域内の部分画面を合成して１つの合成画面を形成し、
この合成画面を高画質の画面として拡大表示する方法が提案されている（特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２ー１７５１３５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記特許文献１に記載のものは、閲覧者は縮小表示された全体画面の中から
自分が見たいと思う領域を指定する操作を行なうことが必要であるし、また、合成画面の
拡大率も決められたものであって、閲覧者が希望する拡大率で表示されるものではない。
【０００７】
　特に、高齢者や視覚障害者にとっては、簡単でやり易い操作で希望する部分を希望する
拡大率で拡大表示できることが望ましく、しかも、かかる拡大率も人によって異なるもの
である。
【０００８】
　また、通常、文字列を黒で、背景を白で表現しているが、高齢者や視覚障害者によって
は、背景が明るすぎて文字を読みにくいという場合もあるし、また、特に視覚障害者にと
っては、見えにくい色がある場合、色付きの画像が見えにくくなる場合もある。そこで、
文字列と背景とで白黒を反転するといった処理や画像の表示色を変換するといった処理が
考えられるが、このような場合でも、特に、高齢者や視覚障害者にとって簡単な操作でも
って行なうことができることが望まれる。
【０００９】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであって、その目的は、簡単な操作でもって
閲覧者が希望する各種の表示形態でＷｅｂページを表示することができるようにしたクラ
イアント端末を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記目的を達成するために、本発明は、ネットワークを介したサーバのサービスを受け
ることができ、サーバから提供されるサービス情報を表示する表示手段と表示手段の画面
操作を指示する操作指示手段とを備えたクライアント端末であって、第１の表示状態とし
て、表示手段の表示画面に、サーバからダウンロードされたＷｅｂページを表示するとと
もに、表示画面の辺部に縦長の表示／非表示切替スイッチ領域を表示し、第２の表示状態
として、操作指示手段による表示／非表示切替スイッチ領域の操作に応じて、Ｗｅｂペー
ジの表示領域を該Ｗｅｂページ全体を表示した状態で縮小して、縮小されたＷｅｂページ
の表示領域と隣り合う表示／非表示切替スイッチ領域よりも表示画面の辺側の領域に、表
示されているＷｅｂページの表示形態を変更操作するための操作領域を表示し、操作領域
は、操作指示手段の指示操作に応じて操作され、表示画面に表示されているＷｅｂページ
の表示形態を閲覧者にとって閲覧し易い各種の表示形態に設定変更するための複数の操作
手段と該操作手段の操作による設定状態を表示する設定表示手段とを設けたテレビやビデ
オなどに用いられるリモコンのパネル部と同様の形態のコントロールパネルであって、第
２の表示状態で表示／非表示切替スイッチ領域を操作することにより、第１の表示状態に
切り替えるものである。
【００１１】
　また、コントローラパネルでは、Ｗｅｂページの拡大率を変更させるための操作手段、
モノクロ反転のための操作手段及び色調反転のための操作手段を設けたものである。
【００１２】
　また、コントローラパネルは、Ｗｅｂページの拡大率を変更させるための表示サイズ変
更操作手段と、表示サイズ変更手段で変更可能な表示形態以外のＷｅｂページの表示形態
であって、表示形態毎に設定・変更を行なうための複数の操作手段を選択的に表示する機
能設定領域と、複数の操作手段のいずれか１つを選択して機能設定領域に表示させるため
の機能選択操作手段とを備え、機能選択操作手段で選択されて機能設定領域に表示された
操作手段を操作することにより、その操作に応じた表示形態でＷｅｂページを表示させる
ものである。
【００１３】
　また、機能選択操作手段で選択可能な複数の操作手段は、Ｗｅｂページのモノクロ反転
表示や色調反転表示を行なわせるためのカラー変更操作手段と、Ｗｅｂページの文章の読
み上げを行なわせる音声読み上げ操作手段と、Ｗｅｂページの文章にふりがなを付けるふ
りがな（ルビ）操作手段とするものである。
【００１４】
　また、音声読み上げ操作手段は、読み上げる音量や速さの調整を可能としたものである
。
【００１５】
　また、音声読み上げ操作手段は、Ｗｅｂページの読み上げる位置を変更可能としたもの
である。
【００１６】
　また、ふりがな（ルビ）操作手段は、Ｗｅｂページの文章に、ひらがなとローマ字のふ
りがなを選択的に可能としたものである。
【００１７】
　また、操作手段は、カーソル操作によって機能するものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、使い慣れたリモコンの形態で表示されるコントローラパネルを操作す
ることにより、Ｗｅｂページの表示形態を変更できるものであるから、Ｗｅｂページの閲
覧者が好みのあるいは見るのに好都合な表示形態を手慣れた操作で設定することを可能に
する。
【００１９】
　そして、その表示形態としては、Ｗｅｂページのサイズや表示カラーを好みのもの、見
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易いものに変更することが可能であり、Ｗｅｂページを閲覧者に適した表示形態で表示さ
せることができる。
【００２０】
　さらに、本発明では、サイズや表示カラーばかりでなく、Ｗｅｂページの音声読み上げ
を行なわせることができるし、また、ふりがなを付けることもでき、閲覧者にとってＷｅ
ｂページの内容がより理解し易いものとなる。
【００２１】
　しかも、本発明によると、かかるコントローラパネルの操作をカーソル操作で行なうも
のであるが、コントローラパネルでの各操作手段は、カーソルでタッチすることによって
機能させることを可能とするものであって、所望とする操作手段にカーソルで操作するだ
けでよく、コントローラパネルの操作が非常に簡単なものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。  
　図１は本発明によるクライアント端末の利用システムを示すシステム構成図であって、
１はクライアント端末、２はサーバ、３はネットワークである。
【００２３】
　同図において、１もしくは複数のサーバ２と複数のクライアント端末１とがインターネ
ットやイントラネットなどのネットワーク３を介して接続されており、これにより、シス
テムが構成されている。サーバ２には、クライアント端末１側にサービスを提供するため
のソフトウェアやクライアント端末１にダウンロードするソフトウェア，Ｗｅｂページな
どのデータが格納されており、また、クライアント端末１には、それ自身が動作するため
のソフトウェアやサーバ２からダウンロードされたＷｅｂページなどのデータを表示する
ためのＷｅｂブラウザなどが格納されている。
【００２４】
　クライアント端末１がサーバ２にアクセスして所望とするＷｅｂページを要求すると、
サーバ２は、このＷｅｂページとともに、このＷｅｂページの表示の制御に関する情報（
ソフトウェアや画像情報などであって、以下、表示制御情報という）もアクセスしたクラ
イアント端末１にダウンロードする。このクライアント端末１では、これらがダウンロー
ドされると、メモリに一旦格納され、Ｗｅｂブラウザの動作のもとに、このＷｅｂページ
がメモリから読み出されて表示画面で表示され、また、このクライアント端末の閲覧者の
所定の操作により、表示制御情報もメモリから読み出されて、Ｗｅｂページの表示形態を
閲覧者が制御できるようにするための手段、即ち、後述のコントローラのパネルの画像（
以下、単にコントローラパネルという）もこの表示画面で表示される。このコントローラ
パネルは閲覧者にとってクライアント端末のインターフェースをなすものであって、閲覧
者がこのコントローラパネルを操作することにより、表示されているＷｅｂページの表示
形態を変更させることができる。
【００２５】
　図２は図１における本発明によるクライアント端末１の第１の実施形態の概略構成を示
すブロック図であり、１１はＣＰＵ、１２は記憶部、１３は外部端子、１４は通信制御部
、１５は入力部、１６は表示部である。
【００２６】
　同図において、クライアント端末１には、記憶部１２に格納されているプログラムに基
づいて各部の制御や各種の処理動作を行なうＣＰＵ１１と、図１に示すネットワーク３を
介してサーバ２との通信を行なうための通信制御部１４と、ＣＰＵ１１を動作させるため
のプログラムや各種データ，サーバ２からダウンロードされる表示制御情報などを格納し
た記憶部１２、キーボードやマウスなどの入力部１５、ダウンロードされたＷｅｂページ
などを表示する表示部１６、プリンタなどの周辺機器を接続するための外部端子１３など
が備えられている。
【００２７】
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　ここで、後述するように、表示部１６の表示画面にＷｅｂページの表示形態を変更でき
るようにするためのコントローラパネルが表示されるが、このコントローラパネルのユー
ザインターフェイスとしての機能は、入力部１５に属することになる。従って、この表示
されているコントローラパネルをＷｅｂページの閲覧者が操作すると、この操作の結果は
入力部１５から入力されたことになる。
【００２８】
　図３はサーバ２からクライアント端末１にダウンロードされたＷｅｂページやその表示
形態を制御するためのソフトウェアを示す図である。
【００２９】
　同図において、Ｗｅｂブラウザ２０は予め記憶部１２（図３）に格納されており、また
、表示の対象となるＨＴＭＬ（Hyper Text Markup Language）ファイルのＷｅｂページ２
１や表示部１６の表示画面にコントローラパネルを表示するためのＨＴＭＬファイル２２
，このコントローラパネルでの操作を可能とするためのインターフェース操作プログラム
２３，このコントローラパネルでの操作に伴ってＷｅｂページ２１の表示形態を変更させ
るための対象ＨＴＭＬ変更プログラム２４は、サーバ２からダウンロードされると、記憶
部１２に格納される。
【００３０】
　記憶部１２に格納された表示の対象となるＨＴＭＬファイルのＷｅｂページ２１は、Ｗ
ｅｂブラウザ２０により、表示部１６の表示画面に表示される。また、閲覧者がＷｅｂペ
ージ２１が表示されている状態で所定の操作をすると、コントローラパネルのＨＴＭＬフ
ァイル２２により、表示画面にコントローラパネルが表示される。このコントローラパネ
ルを閲覧者が操作することにより、インターフェース操作プログラム２３がその操作結果
に応じた動作を実行し、これにより対象ＨＴＭＬ（即ち、Ｗｅｂページ）の変更プログラ
ム２４が動作して、このＷｅｂページの表示形態がこの閲覧者の操作に応じたものに変更
される。
【００３１】
　次に、上記のように情報がダウンロードされた後のこの第１の実施形態のクライアント
端末１のＷｅｂページの表示動作について説明する。
【００３２】
　図４はこの第１の実施形態のかかる表示処理動作の一具体例を示すフローチャートであ
る。
【００３３】
　ユーザが入力部１５（図２）を操作してサーバ２（図１）にアクセスすることにより、
サーバ２からＷｅｂページや表示制御情報がダウンロードされて記憶部１２（図２）に格
納されると、ＣＰＵ（図２）は記憶部１２のＷｅｂブラウザを用いて、図５に示すように
、表示部１６（図２）の表示画面３０にＷｅｂページ３１を表示させる。そして、この表
示画面３０上で所定のクリック操作がなされると、あるいはキーボード（図示せず）で所
定の操作がなされると、Ｗｅｂブラウザ２０によって、図６に示すように、表示画面３０
上で、Ｗｅｂページとともに、コントローラパネル３２が表示される（図４のステップ１
００）。
【００３４】
　ここでは、コントローラパネル３２は、表示画面３０でのＷｅｂページ３１の表示領域
外に表示されるものとしたが、Ｗｅｂページ３１が表示画面３０全体に表示される場合に
は、Ｗｅｂページ３１に重なってコントローラパネル３２が表示される。
【００３５】
　ここで、図７により、このコントローラパネル３２について説明する。  
　図７は表示画面３０に表示されるコントローラパネル３２の一具体例を示す図であって
、３３は表示サイズ変更操作部、３４は連続変更操作部、３４ａはスライダ、３４ｂは拡
大率の目盛、３５ａは「縮小」ボタン、３５ｂは「拡大」ボタン、３５ｃは「標準サイズ
」ボタン、３６は拡大率表示部、３７は画面カラー変更操作部、３８は「白黒」表示ボタ
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ン、３９は「白黒反転」表示ボタン、４０は「色の反転」表示ボタン、４１は「色を元に
戻す」ボタン、３８ａ～４０ａはアイコン、３８ｂ～４０ｂは操作表示マーク、４２は「
ヘルプ」ボタンである。
【００３６】
　同図において、コントローラパネル３２は、テレビやビデオなどで用いられるリモコン
のパネル部と同様の構成をなすものであって、図示しないカーソルによって操作されるも
のであるが、かかるリモコンと同様の感触で操作を行なうことができるようにしている。
【００３７】
　このコントローラパネル３２は、表示画面３０に表示されるＷｅｂページ３１の画面サ
イズを変更させることができる表示サイズ変更操作部３３とその画面のカラー（モノクロ
も含む）を変更させることができる画面カラー変更操作部３７とからなっている。
【００３８】
　表示サイズ変更操作部３３では、Ｗｅｂページ３１の画面サイズを連続的に変更させる
ことができる連続変更操作部３４と、不連続に変更させるための「縮小」ボタン３５ａ，
「拡大」ボタン３５ｂと、標準の画面サイズに戻すための「標準サイズ」ボタン３５ｃと
が設けられている。連続変更操作部３４では、拡大率の目盛３４ｂとスライダ３４ａとが
設けられており、この拡大率の目盛３４ｂには、例えば、５０％から３００％までが付さ
れて、この範囲内で拡大率を連続的に変更できるようにしている。
【００３９】
　この拡大率の変更は、スライダ３４ａを移動させることによって行なうことができる。
即ち、マウスを操作してカーソルをこのスライダ３４ａに触れ（タッチ）させ、このスラ
イダ３４ａの三角印の右向きマークで表わされる方向（右方向）にドラッグすると、スラ
イダ３４ａは右方向に移動して拡大率が増加する。また、カーソルをスライダ３４ａにタ
ッチさせてその三角印の左向きマークで表わされる方向（左方向）にドラッグすると、ス
ライダ３４ａは左方向に移動して拡大率が減少する。そして、このようにスライダ３４ａ
を移動させて拡大率を変化されるとともに、拡大率表示部３６で表示される拡大率も変化
していく。所望の拡大率に設定するためには、スライダ３４ａが目盛３４ｂの所望とする
拡大率の位置に達したとき、ドラッグを解除すればよい。
【００４０】
　なお、カーソルがスライダ３４ａにタッチしたときには、このスライダ３４ａは、例え
ば、青色に表示された状態となり（青色で影が表示された状態となってもよい）、カーソ
ルがスライド３４ａの有効エリアにタッチした状態、即ち、ドラッグ（スライダ３４ａの
操作）可能な状態であることが示され、ドラッグの開始とともに、この色が消される。
【００４１】
　また、「縮小」ボタン３５ａをカーソルでタッチすると、この「縮小」ボタン３５ａに
、例えば、青色の影が生じたように表示された状態となってカーソルが「縮小」ボタン３
５ａの有効エリアにタッチしていることが示され、かかる状態でクリック操作すると、現
在設定されている拡大率から拡大率が所定時間の経過毎に所定量ずつ順次減少する。これ
とともに、スライダ３４ａも拡大率が減少する方向に移動し、拡大率表示部３６で表示さ
れる拡大率も減少する。このとき、「縮小」ボタン３５ａは、上記の影の表示状態に代わ
って、押し込まれてへこんだように表示された状態となり、「縮小」ボタン３５ａが機能
していることが示される。
【００４２】
　また、「拡大」ボタン３５ｂをカーソルでタッチすると、この「拡大」ボタン３５ｂに
、例えば、青色の影が生じたように表示された状態となってカーソルが「拡大」ボタン３
５ｂの有効エリアにタッチしていることが示され、かかる状態でクリック操作すると、現
在設定されている拡大率から拡大率が所定時間の経過毎に所定量ずつ順次増加する。これ
とともに、スライダ３４ａも拡大率が増加する方向に移動し、拡大率表示部３６で表示さ
れる拡大率も増加する。このとき、「拡大」ボタン３５ｂは、上記の影の表示状態に代わ
って、押し込まれてへこんだように表示された状態となり、「拡大」ボタン３５ｂが機能
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していることが示される。
【００４３】
　従って、スライダ３４ａは常に現在の拡大率の位置にあり、拡大率表示部３６も、常に
現在の拡大率を表示している。さらに、「標準サイズ」ボタン３５ｃをカーソルでタッチ
し（この場合も、「標準サイズ」ボタン３５ｃに青色の影が生じたように表示され、カー
ソルが「標準サイズ」ボタン３５ｃの有効エリアにタッチしていることが示される）、こ
の状態でクリック操作すると（このとき、「標準サイズ」ボタン３５ｃは、青色の影が消
えてへこんだ表示状態となる）、拡大率が１００％（即ち、デフォルト値）に戻される。
このときには、スライダ３４ａは拡大率１００％の位置にあり、拡大率表示部３６は拡大
率１００％を表示する。
【００４４】
　このように、スライダ３４ａや「縮小」ボタン３５ａ，「拡大」ボタン３５ｂや「標準
サイズ」ボタン３５ｃでは、カーソルがタッチしたときには、色弱者でも見易い色、例え
ば、上記のように、青色で影を付けるなどされ、これらがタッチされた状態になったこと
を閲覧者が容易に認識できる。
【００４５】
　画面カラー変更操作部３７では、「白黒」表示ボタン３８，「白黒反転」表示ボタン３
９，「色の反転」表示ボタン４０毎に、夫々の機能を表わすアイコン３８ａ，３９ａ，４
０ａが設けられ、また、操作されたことを示す操作表示マーク３８ｂ，３９ｂ，４０ｂ（
ここでは、これらを三角形状としているが、他の形状としてもよい）が設けられている。
これらアイコン３８ａ，３９ａ，４０ａによっても、これら表示ボタン３８～４０の機能
を推測できるようにしている。
【００４６】
　「白黒」表示ボタン３８は、これをクリック操作すると、白黒反転表示されていたモノ
クロのＷｅｂページ３１全体を元のモノクロ表示に戻するものである。この場合、表示サ
イズ変更操作部３３での上記各操作手段と同様、「白黒」表示ボタン３８にカーソルでタ
ッチすると、この「白黒」表示ボタン３８に、例えば、青色の影が生じたように表示され
た状態となってカーソルがこの「白黒」表示ボタン３８の有効エリアにタッチしているこ
とが示される。かかる状態でクリック操作すると、「白黒」表示ボタン３８が押し込まれ
てへこんだように表示され、白黒反転表示されていたモノクロのＷｅｂページ３１が元の
モノクロ表示に戻される。このように、モノクロの表示状態となると、その操作表示マー
ク３８ｂが上記の影の色とは異なり、かつ色弱者でも見易い所定の色（例えば、橙色など
）で点灯する。この操作表示マーク３８ｂが点灯している状態は、現在表示されているＷ
ｅｂページ３１が元のモノクロ表示されていることを示している。
【００４７】
　モノクロ表示反転表示ボタン３９は、これをクリック操作すると、モノクロのＷｅｂペ
ージ３１全体をモノクロ表示から白黒反転した表示状態に変更するものである。この場合
も、表示サイズ変更操作部３３での上記各操作手段と同様、モノクロ表示反転表示ボタン
３９にカーソルでタッチすると、このモノクロ表示反転表示ボタン３９に、例えば、青色
の影が生じたように表示された状態となってカーソルがこのモノクロ表示反転表示ボタン
３９の有効エリアにタッチしていることが示される。かかる状態でクリック操作すると、
モノクロ表示反転表示ボタン３９が押し込まれてへこんだように表示され、モノクロのＷ
ｅｂページ３１が白黒反転された状態で表示されるようになる。このように、白黒反転の
表示状態となると、その操作表示マーク３９ｂが上記の影の色とは異なり、かつ色弱者で
も見易い所定の色（例えば、橙色など）で点灯する。この操作表示マーク３９ｂが点灯し
ている状態は、現在表示されているモノクロのＷｅｂページ３１が白黒反転されて表示さ
れていることを示している。
【００４８】
　Ｗｅｂページ３１がモノクロ表示（即ち、文字が表示されているエリアを例に取ると、
文字部分が黒で、背景部分が白で表示される表示形態）であるときには、「白黒」表示ボ
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タン３８での操作表示マーク３８ｂが着色点灯し、Ｗｅｂページ３１がこれを白黒反転し
た表示であるときには、「白黒反転」表示ボタン３９での操作表示マーク３９ｂが着色点
灯する。従って、例えば、「白黒反転」表示ボタン３９がクリックされてＷｅｂページ３
１がモノクロ反転表示されると、その操作表示マーク３９ｂが着色点灯し、画面カラー変
更操作部３７の他の表示ボタンがクリックされて他の表示形態に変更されるまで、この操
作表示マーク３９ｂの着色点灯が継続する。
【００４９】
　ところで、表示画面３０で表示されるモノクロのＷｅｂページ３１を見た場合、現在こ
のＷｅｂページ３１が元の白黒の状態で表示されているのか、これを白黒反転した状態で
表示されているのか、判断することは困難である。この第１の実施形態では、このように
、「白黒」表示ボタン３８と「白黒反転」表示ボタン３９に夫々操作表示マーク３８ｂ，
３９ｂを設け、これらの状態から元の白黒の表示状態か、これを白黒反転した表示状態か
を容易に判断できるようにしているのである。
【００５０】
　「色の反転」表示ボタン４０は、表示されているＷｅｂページ３１がカラー画面である
場合（モノクロ画面は含まない）、これをクリック操作すると、このＷｅｂページ３１全
体の色が、例えば、補色に反転されるものである（これを、以下、色反転という。なお、
この色反転は必ずしも補色にすることである必要はなく、各色毎に予め変更する色を決め
ておき、「色の反転」表示ボタン４０をカーソルでタッチすると、各部の色が該当する色
に表示が変わるようにしてもよい。このような処理も、色反転という）。この場合も、表
示サイズ変更操作部３３での上記各操作手段と同様、「色の反転」表示ボタン４０にカー
ソルでタッチすると、この「色の反転」表示ボタン４０に、例えば、青色の影が生じたよ
うに表示された状態となってカーソルがこの「色の反転」表示ボタン４０の有効エリアに
タッチしていることが示される。かかる状態でクリック操作すると、「色の反転」表示ボ
タン４０が押し込まれてへこんだように表示され、カラーのＷｅｂページ３１が色反転さ
れた状態で表示されるようになる。このように、色反転の表示状態となると、その操作表
示マーク４０ｂが上記の影の色とは異なり、かつ色弱者でも見易い所定の色（例えば、橙
色など）で点灯する。この操作表示マーク４０ｂが点灯している状態は、現在表示されて
いるカラーのＷｅｂページ３１が色反転されて表示されていることを示している。元の色
の表示に戻すためには、「色を元に戻す」ボタン４１をクリックすればよい。
【００５１】
　表示画面３０で表示されるカラーのＷｅｂページ３１を見た場合、現在このＷｅｂペー
ジ３１が元の色調で表示されているのか、その色反転されて表示されているのか判断する
ことは困難である。この第１の実施形態では、このように、「色の反転」表示ボタン４０
に操作表示マーク４０ｂを設け、その状態から元の色調の表示状態か、これを色反転した
表示状態かを容易に判断できるようにしているのである。
【００５２】
　以上のように、コントロールパネル３２はテレビやビデオなどの他の家電機器のリモコ
ンのパネルと同様の形式の構成をなしており、しかも、カーソルで操作するものであるが
、このカーソルがあたかも操作者の指先であるようなものとして、各操作手段をリモコン
での各操作手段と同様の操作をすることができるものであるから、一般の人が通常使い慣
れている他の家電機器のリモコンと同様の感覚でコントローラパネル３２の操作を行なう
ことができ、高齢者や視覚障害者，幼児などにとっても操作がし易いものとなる。
【００５３】
　なお、コントローラパネル３２には、「ヘルプ」ボタン４２も設けられており、これを
カーソルでタッチすることにより、このコントローラパネルとは別位置のウェンドウによ
り、このコントローラパネル３２に関する説明画面（図示せず）が表示される。
【００５４】
　また、以下では、コントローラパネル３２の説明は、図７をもって説明する。さらに、
上記の表示ボタンやスライダを上記のようにクリック，ドラッグ操作することを、以下で



(10) JP 4755813 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

は、単に、かかる表示ボタンやスライダを操作するということにする。
【００５５】
　図４に戻って、図６に示したように、表示画面３０にコントローラパネル３２も表示さ
れ（ステップ１００）、このコントロールパネル３２の表示サイズ変更操作部３３のスラ
イダ３４ａが操作されると（ステップ１０１，１０２）、このスライダ３４ａの位置に応
じた拡大率が設定され（ステップ１０３）、この拡大率でＷｅｂページ（対象ＨＴＭＬ）
３１が表示される（ステップ１０８）。
【００５６】
　図８は拡大率２５０％で拡大表示されている状態を示し、また、図９はＷｅｂページ３
１が拡大率７０％で縮小表示されている状態を示すものである。
【００５７】
　ここで、拡大率＝αの拡大／縮小表示とは、Ｗｅｂページ３１の左上角（図８の点Ｐの
位置）を基準位置として、Ｗｅｂページ３１の横幅，縦幅をともにα％拡大／縮小するも
のである。また、拡大表示とは、基準サイズ（拡大率が１００％であって、表示開始され
たときの画面サイズ）に対して横幅，縦幅が拡大されて表示されることを、縮小表示とは
、基準サイズに対して横幅，縦幅が縮小されて表示されることを夫々いう。従って、これ
ら拡大表示，縮小表示は、スライダ３４ａや「拡大」ボタン３５ｂを操作して現在の拡大
率から拡大率を増加させて表示するということやスライダ３４ａや「縮小」ボタン３５ａ
を操作して現在の拡大率から拡大率を減少させて表示するということと、異なる意味であ
る。
【００５８】
　図８に示す拡大表示状態では、通常のように、スクロールバー３３ａ，３３ｂを操作す
ることにより、Ｗｅｂページ３１を縦，横にスクロールさせることができ、これにより、
拡大表示されたＷｅｂページ３１の任意のエリアを閲覧することができる。
【００５９】
　コントロールパネル３１の表示サイズ変更操作部３３において、「縮小」ボタン３５ｂ
を操作した場合には（図４のステップ１０４）、拡大率が現在の拡大率から所定の値、例
えば、５％だけ減少し（図４のステップ１０６）、その拡大率でＷｅｂページ３０１が表
示される（図４のステップ１０８）。そして、ステップ１０１に戻るが、「縮小」ボタン
３５ｂが操作されている限り、所定の時間毎にステップ１０１，１０２，１０４，１０６
，１０８の動作が繰り返され、これにより、この所定時間毎に所定の値（上記の場合、５
％）ずつ拡大率が減少していく。
【００６０】
　このことは、「拡大」ボタン３５ｂが操作された場合（図４のステップ１０４，１０７
）も同様であり、所定の時間毎にステップ１０１，１０２，１０４，１０７，１０８の動
作が繰り返され、これにより、この所定時間毎に所定の値（上記の場合、５％）ずつ拡大
率が増加していく。
【００６１】
　図８または図９に示す表示状態で「標準サイズ」ボタン３５ｃを操作すると（図４のス
テップ１０４）、図６に示した拡大率１００のもとの画面サイズのＷｅｂページ３１の表
示状態に戻る（ステップ１０５，１０８）。
【００６２】
　次に、表示されるＷｅｂページ３１がモノクロの画面である場合、図６に示す標準サイ
ズの表示状態，図８に示す拡大表示状態，図９に示す縮小表示状態のいずれか、例えば、
図６に示す表示状態でコントロールパネル３１の画面カラー変更操作部３７において（図
４のステップ１０１）、「白黒反転」表示ボタン３９が操作されると（図４のステップ１
０９）、図１０に示すように、モノクロの画面で白部分が黒に、黒部分が白に夫々反転し
た表示形態でＷｅｂページ３１が表示される。このモノクロ画面で白黒濃淡をもつ場合に
は、その濃度の割合が反転する（図４のステップ１１１）。Ｗｅｂページ３１がこのよう
にモノクロ反転表示されているときに、コントロールパネル３１の画面カラー変更操作部



(11) JP 4755813 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

３７において（図４のステップ１０１）、「白黒」表示ボタン３８が操作されると（図４
のステップ１０９）、図６に示すように、元のモノクロ表示でＷｅｂページ３１が表示さ
れることになる（図４のステップ１１０）。
【００６３】
　このようにして、モノクロ表示のＷｅｂページ３１が表示されている場合、これを白黒
反転させて表示させることができるし、モノクロ反転表示されているＷｅｂページ３１を
モノクロ表示に戻することもできる。従って、モノクロ表示では、白色の背景が眩しすぎ
て見ずらいＷｅｂページ３１であれば、コントローラパネル３２での「白黒反転」表示ボ
タン３９の上記のような簡単な操作により、このＷｅｂページ３１をモノクロ反転表示で
表示させることができる。また、このモノクロ反転表示によるＷｅｂページ３１がこの表
示形態ては見づらいものであれば、コントローラパネル３２での「白黒」表示ボタン３８
の上記のような簡単な操作により、このＷｅｂページ３１をもとのモノクロ表示状態とす
ることができる。
【００６４】
　また、表示されるＷｅｂページ３１がカラー画面である場合、図６に示す標準サイズの
表示状態，図８に示す拡大表示状態，図９に示す縮小表示状態のいずれか、例えば、図６
に示す表示状態でコントロールパネル３１の画面カラー変更操作部３７において（図４の
ステップ１０１）、「色の反転」表示ボタン４０が操作されると（図４のステップ１０９
）、図１１に示すように、色調が反転された（例えば、補色の）表示形態でＷｅｂページ
３１が表示される（図４のステップ１１２）。Ｗｅｂページ３１がこのように色調反転表
示されているときに、コントロールパネル３１の画面カラー変更操作部３７において（図
４のステップ１０１）、「色を元に戻す」ボタン４１が操作されると（図４のステップ１
０９）、図６に示す元の色調のＷｅｂページ３１が表示されることになる（図４のステッ
プ１１３）。
【００６５】
　このようにして、カラーでＷｅｂページ３１が表示されている場合、例えば、背景色な
どによって見づらい画面となっているときには、コントローラパネル３２での「色の反転
」表示ボタン４０の簡単な操作により、色調反転が行なわれて見易いＷｅｂページ３１が
表示されることになる。
【００６６】
　以上のような各種の表示形態でＷｅｂページ３１が表示されているとき、コントローラ
パネル３２の操作が行なわれないときには、ステップ１０１，１１４が繰り返されてその
表示状態が継続して待機しており、所定の操作によってコントローラパネル３２のウィン
ドウが閉じられると（図４のステップ１１５）、表示されるＷｅｂページ３１の拡大率や
モノクロ，色調などは元の状態（図６に示す状態）に戻り（図４のステップ１１５）、Ｗ
ｅｂページ３１だけが表示される状態となって表示形態の変更モードは完了する。
【００６７】
　なお、以上の第１の実施形態では、サーバ２をアクセスする毎に、図３で示すコントロ
ーラパネルのＨＴＭＬファイル２２やインターフェース操作プログラム２３，対象ＨＴＭ
Ｌ（即ち、Ｗｅｂページ）の変更プログラム２４も、Ｗｅｂページとともに、サーバ２か
らダウンロードするものとしたが、クライアント端末１にインストールされたものであっ
てもよい。
【００６８】
　次に、本発明によるクライアント端末の第２の実施形態について説明する。この第２の
実施形態も図１に示すシステムに利用可能なものであり、その概略構成も、図２に示す構
成と同様であるし、また、ダウンロードされたＷｅｂページやその表示形態を制御するた
めのソフトウェアも、図３で説明したものと同様である。
【００６９】
　なお、この第２の実施形態では、図２において、クライアント端末１がサーバ２（図１
）にアクセスして所望とするＷｅｂページを要求すると、サーバ２は、このＷｅｂページ
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及びこのＷｅｂページの表示の制御に関する情報（即ち、上記の表示制御情報）とともに
、このＷｅｂページの文章を音声読み上げするための合成音声プログラムをクライアント
端末１にダウンロードする。このクライアント端末１では、上記第１の実施形態と同様、
これらがダウンロードされると、記憶部１２（図２）に一旦格納され、Ｗｅｂブラウザの
動作のもとに、このＷｅｂページが記憶部１２から読み出されて表示画面で表示され、ま
た、このクライアント端末の閲覧者の所定の操作により、表示制御情報も記憶部１２から
読み出されて、Ｗｅｂページの表示形態を閲覧者が制御できるようにするための手段、即
ち、後述のコントローラのパネルの画像（以下、単にコントローラパネルという）もこの
表示画面で表示される。このコントローラパネルは閲覧者にとってクライアント端末１の
インターフェースをなすものであって、閲覧者がこのコントローラパネルを操作すること
により、表示されているＷｅｂページの表示形態を変更させることができる。また、この
コントローラパネルの操作によって音声読み上げ機能が設定されると、合成音声プログラ
ムを用いて表示部１６の表示画面に表示されるＷｅｂページの音声による読み上げが行な
われる。
【００７０】
　図１２はこの第２の実施形態のかかる表示処理動作の一具体例を示すフローチャートで
ある。
【００７１】
　閲覧者が入力部１５（図２）を操作してサーバ２（図１）にアクセスすることにより、
サーバ２（図１）からＷｅｂページや表示制御情報がダウンロードされて記憶部１２（図
２）に格納されると、ＣＰＵ（図２）は記憶部１２のＷｅｂブラウザを用いて、図１３に
示すように、表示部１６（図２）の表示画面３０にＷｅｂページ３１を表示させる。また
、この表示画面３０では、Ｗｅｂページ３１の表示領域の、例えば、左辺部に縦長の表示
／非表示切替スイッチエリア５０が設けられている（図１２のステップ２００）。
【００７２】
　かかる状態で、この表示／非表示切替スイッチエリア５０のタッチ操作（図１２のステ
ップ２０１）、あるいはクリック操作（図１２のステップ２０２）がなされるまで待機す
る。なお、表示／非表示切替スイッチエリア５０のタッチ操作とは、マウス操作により、
所定時間（例えば、１～２秒程度）以上、表示／非表示切替スイッチエリア５０内に図示
しないカーソルを位置付ける状態にする操作をいい、また、表示／非表示切替スイッチエ
リア５０のクリック操作とは、マウス操作により、表示／非表示切替スイッチエリア５０
内にカーソルを位置付けた状態で左クリックをする操作をいう。
【００７３】
　表示／非表示切替スイッチエリア５０のタッチ操作（図１２のステップ２０１）がなさ
れた場合については、後述するが、表示／非表示切替スイッチエリア５０のクリック操作
がなされると（図１２のステップ２０２）、図１４に示すように、Ｗｅｂページ３１の表
示領域の、例えば、左辺部に、Ｗｅｂページ３１とともに、コントローラパネル５１が表
示される（図１２のステップ２０３）。
【００７４】
　なお、ここでは、コントローラパネル５１は、表示画面３０でのＷｅｂページ３１の表
示領域の左側に表示されるものとしたが、上記の第１の実施形態のように、Ｗｅｂページ
３１の表示領域の右側に表示されるようにしてもよいし、また、Ｗｅｂページ３１が表示
画面３０全体に表示される場合には、このＷｅｂページ３１に重なってコントローラパネ
ル５１が表示されるようにしてもよい。
【００７５】
　ここで、図１５により、このコントローラパネル５１について説明する。  
　図１５は表示画面３０に表示されるコントローラパネル５１の一具体例を示す図であっ
て、５２は表示サイズ変更操作部、５３は機能選択操作部、５４は「カラー変更」ボタン
、５５は「よみあげ」ボタン、５６は「ふりがな」ボタン、５７は機能設定領域、５８は
設定情報表示部、５９は「閉じる」ボタンであり、図７に対応する部分には同一符号を付
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けて重複する説明を省略する。
【００７６】
　同図において、コントローラパネル５１は、テレビやビデオなどで用いられるリモコン
のパネル部と同様の構成をなすものであって、図示しないカーソルによって操作されるも
のであるが、かかるリモコンと同様の感触で操作を行なうことができるようにしている。
【００７７】
　このコントローラパネル５１は、表示画面３０に表示されるＷｅｂページ３１の画面サ
イズを変更させることができる表示サイズ変更操作部５２とＷｅｂページ３１の画面サイ
ズ以外の機能を選択することができるようにした機能選択操作部５３とこの機能選択操作
部５３で選択された機能の変更・設定を行なうことができる操作部が表示される機能設定
領域５７とに区分されている。
【００７８】
　表示サイズ変更操作部５２では、図７に示すコントローラパネル３２の表示サイズ変更
操作部３３と同様、Ｗｅｂページ３１の画面サイズを連続的に変更させることができる連
続変更操作部３４と、不連続に変更させるための「縮小」ボタン３５ａ，「拡大」ボタン
３５ｂと、標準の画面サイズに戻すための「標準サイズ」ボタン３５ｃと、「ヘルプ」ボ
タン４２が設けられており、これらの操作に伴うＷｅｂページ３１の画面サイズの変化も
同様であるし、また、「ヘルプ」ボタン４２が操作されることにより、コントローラパネ
ル５１とは別位置のウィンドウにより、コントローラパネル５１に関する説明画面（図示
せず）が表示される。
【００７９】
　機能選択操作部５３には、「カラー変更」ボタン５４と「よみあげ」ボタン５５と「ふ
りがな」ボタン５６とが設けられており、カーソルで触れるだけのタッチ操作によって選
択することができる。これらボタン５４～５６は、それがタッチ操作されると、そのボタ
ン部分が特定な色（例えば、黄色）で表示され、そのボタンが選択されたことが容易に判
断できるようにしている。
【００８０】
　図１３に示す表示画面３０で表示／非表示切替スイッチエリア５０がクリック操作され
て図１４に示す表示画面３０になったときには、コントローラパネル５１での機能選択操
作部５３では、ボタン５４～５６のいずれかが選択された状態にあり、ここでは、図１５
で示すように、「カラー変更」ボタン５４が選択された状態にあるものとしている。但し
、他のボタン５５または５６が選択された状態にあってもよい。
【００８１】
　「カラー変更」ボタン５４が選択された状態では、機能設定領域５７に画面カラー変更
操作部３７が表示される。この画面カラー変更操作部３７も、図７における画面カラー変
更操作部３７と同様であって、「白黒」表示ボタン３８，「白黒反転」表示ボタン３９，
「色の反転」表示ボタン４０及び「色を元に戻す」ボタン４１を備えており、これらボタ
ン３８～４１毎に、夫々の機能を表わすアイコン３８ａ，３９ａ，４０ａが設けられ、ま
た、操作されたことを示す操作表示マーク３８ｂ，３９ｂ，４０ｂ（ここでは、これらを
円形状としているが、他の形状としてもよい）が設けられている。これらアイコン３８ａ
，３９ａ，４０ａによっても、これら表示ボタン３８～４０の機能を推測できるようにし
ている。
【００８２】
　表示サイズ変更操作部５２には、また、設定情報表示部５８と「閉じる」ボタン５９と
が設けられている。この設定情報表示部５８では、現在設定されている機能の設定情報が
表示されるものであって、図示する状態では、表示サイズ変更操作部５２により、Ｗｅｂ
ページ３１（図１４）の表示サイズが１００％と設定され、また、カラー変更操作部３７
では、「白黒」表示ボタン３８が選択された状態にあって（この「白黒」表示ボタン３８
に影が付けられてへこんだ状態にあるように表示され、かつ操作表示マーク３８ｂが色弱
者でも見易い色（例えば、橙色など）で表示されている。他のボタン３９～４１について



(14) JP 4755813 B2 2011.8.24

10

20

30

40

50

も、選択された場合には、同様である）、Ｗｅｂページ３１はモノクロで表示されており
、このような状態では、設定情報表示部５８では、「白黒」，「拡大率　１００％」とい
う表示がなされる。
【００８３】
　また、「閉じる」ボタン５９は、コントローラパネル５１のウィンドウを閉じ、図１３
に示すＷｅｂページ３１のみの表示状態にするためのものである。なお、図１４に示すよ
うにコントローラパネル５１が表示されている状態で表示／非表示切替スイッチエリア５
０をクリック操作すると、同様にして、コントローラパネル５１のウィンドウが閉じて、
図１３に示すＷｅｂページ３１のみの表示状態となる。このような「閉じる」ボタン５９
や表示／非表示切替スイッチエリア５０のクリック操作が図１２でのステップ２０７であ
り、ステップ２０８でＷｅｂページ３１のみの表示状態となる。
【００８４】
　図１４に示す表示画面３０での表示状態で（図１２のステップ２０３）、コントローラ
パネル５１での表示サイズ変更操作部５２（図１５）を操作すると（ステップ２０４）、
先の第１の実施形態と同様、その操作に応じて図４でのステップ１０２～１０８のいずれ
かのＷｅｂページ３１の表示の拡大率の変更処理が行なわれ、図８に示すようなＷｅｂペ
ージ３１の拡大表示や図９に示すような縮小表示が行なわれる（ステップ２０５）。そし
て、このように拡大率を所定に設定した後は、コントローラパネル５１の次の操作（ステ
ップ２０４）や表示／非表示切替スイッチエリア５０のクリック操作（ステップ２０７）
が行われるまで、Ｗｅｂページ３１がその設定された拡大率で表示されたままの状態に保
持される（即ち、ステップ２０４，２０７の判定処理が繰り返される）。なお、Ｗｅｂペ
ージ３１が拡大表示されているときには、表示画面３０にその一部しか表示されないが、
先の第１の実施形態と同様、図８に示すように、同時に表示されるスクロールバー３３ａ
，３３ｂを操作することにより、Ｗｅｂページ３１の任意の場所を表示させることができ
る。
【００８５】
　また、図１４に示す表示画面３０での表示状態で（図１２のステップ２０３）、コント
ローラパネル５１での画面カラー変更操作部３７（図１５）を操作すると（ステップ２０
４。なお、機能選択操作部５３で「カラー変更」ボタン５４が選択されていないときには
、このボタン５４を選択する）、先の第１の実施形態と同様、その操作に応じて図４での
ステップ１０９～１１３のいずれかのＷｅｂページ３１の画面カラーの変更処理が行なわ
れる（ステップ２０５）。
【００８６】
　即ち、先の第１の実施形態と同様、機能選択操作部５３で「白黒」表示ボタン３８が選
択された場合には、Ｗｅｂページ３１が、図１４に示すように、白黒画面で表示され、「
白黒反転」表示ボタン３９が選択された場合には、Ｗｅｂページ３１が、図１６に示すよ
うに、図１４に示すＷｅｂページ３１の画面に対し、白黒が反転した画面で表示される。
また、図１４に示すＷｅｂページ３１がカラー表示されている場合、「色の反転表示」ボ
タン４０が選択されると、先の第１の実施形態と同様、図１７に示すように、Ｗｅｂペー
ジ３１全体の色が、例えば、補色など予め決められた色に色反転される。そして、「色を
元に戻す」ボタン４１が選択されると、Ｗｅｂページ３１のカラー表示が元に戻る。
【００８７】
　そして、このように画面カラー変更操作部３７による設定状態は、コントローラパネル
５１の次の操作（ステップ２０４）や表示／非表示切替スイッチエリア５０のクリック操
作（ステップ２０７）が行われるまで保持され、Ｗｅｂページ３１がその設定された表示
状態に保持される（即ち、ステップ２０４，２０７の判定処理が繰り返される）。
【００８８】
　なお、以上のようにコントローラパネル５１の操作によってＷｅｂページ３１が白黒表
示されていたり（図１４）、白黒反転表示されたり（図１６）、色調反転されたり（図１
７）などしている場合には、コントローラパネル５１の表示サイズ変更操作部５２での設
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定情報表示部５８で、その旨の情報が表示される。
【００８９】
　次に、図１７に示す表示状態の表示画面３０において（図１２のステップ２０３）、コ
ントローラパネル５１の機能選択操作部５３での「よみあげ」ボタン５５をクリック操作
すると（図１２のステップ２０４）、表示画面３０は図１８に示す表示状態となる。この
表示画面３０では、図１７に示す表示画面３０と同様、Ｗｅｂページ３１と表示／非表示
切替スイッチエリア５０とコントローラパネル５１とが表示されるが、このコントローラ
パネル５１は、画面カラー変更操作部３７に代わって、音声読み上げ操作部６０を備えた
ものとなる。そして、この操作部６０を操作することにより、Ｗｅｂページ３１の文章が
読み上げられて合成音声でも出力され、眼の不自由な人や高齢者，幼児などでも、Ｗｅｂ
ページ３１の内容が理解できるようにしている。
【００９０】
　図１９は図１８に示す表示画面３０に表示されるコントローラパネル５１の拡大図であ
って、６０は音声よみあげ操作部、６１は「ＯＮ」ボタン、６２は「ＯＦＦ」ボタン、６
１ａ，６２ａは操作表示マーク、６３は「前をよむ」ボタン、６４は「次をよむ」ボタン
、６５は「一時停止」ボタン６、６６は「音量設定」ボタン、６７は「よむ速さ設定」ボ
タン、６６ａは音量表示部、６７ａはよむ速さ表示部であり、前出図面に対応する部分に
は同一符号を付けている。
【００９１】
　同図において、「ＯＮ」ボタン６１はＷｅｂページ３１の読み上げを行なわせるための
ものであって、これがクリック操作されると、Ｗｅｂページ３１の読み上げが開始される
。また、「ＯＦＦ」ボタン６２がクリック操作されることにより、Ｗｅｂページ３１の読
み上げが中止される。これら「ＯＮ」ボタン６１，「ＯＦＦ」ボタン６２も、クリック操
作されて選択されたときには、押し込まれてへこんだように表示され、かつ操作表示マー
ク６１ａ，６２ａは、色弱者でも見易い色で点灯する。
【００９２】
　「前をよむ」ボタン６３，「次をよむ」ボタン６４は読み上げ位置を変更するためのも
のであり、「前をよむ」ボタン６３がクリック操作されると、そのクリック操作毎に、Ｗ
ｅｂページ３１の文章の読み上げ位置が、現在の読み上げ位置から、文章の１段落単位で
前の方に移動していき、また、「次をよむ」ボタン６４がクリック操作されると、そのク
リック操作される毎に、Ｗｅｂページ３１の文章の読み上げ位置が、現在の読み上げ位置
から、文章の１段落単位で後の方に移動していく。
【００９３】
　「音量設定」ボタン６６は、Ｗｅｂページ３１の文章を読むときの音声の音量を調整す
るためのものであり、この音量は１～５の５段階に調整できる。この「音量設定」ボタン
６６には、「＋」操作部と「－」操作部とが設けられており、「＋」操作部は、その部分
をクリック操作する毎に、１段階ずつ音量を高くし、「－」操作部は、その部分をクリッ
ク操作する毎に、１段階ずつ音量を低くする。また、現在設定されている音量は音量表示
部６６ａに表示される。
【００９４】
　「よむ速さ設定」ボタン６７は、Ｗｅｂページ３１の文章を読む速さを調整するための
ものであり、この速さも１～５の５段階に調整できる。この「よむ速さ設定」ボタン６７
にも、「＋」操作部と「－」操作部とが設けられており、「＋」操作部は、その部分をク
リック操作する毎に、１段階ずつ読む速さを速くし、「－」操作部は、その部分をクリッ
ク操作する毎に、１段階ずつ読む速さを低くする。また、現在設定されている読む速さは
よむ速さ表示部６７ａに表示される。
【００９５】
　以上の音声読み上げ操作部６０を操作することにより、Ｗｅｂページ３１の音声読み上
げを行なわせることができるが、次に、かかる音声読み上げ動作を図２０に示すフローチ
ャートに基づいて説明する。なお、この図２０による読み上げ動作は、コントローラパネ
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ル５１の機能選択操作部５３での「よみあげ」ボタン５５をクリック操作することにより
、あるいはコントローラパネル５１の音声読み上げ操作部６０を操作することにより（図
１２のステップ２０４の「よみあげ」）、実行されるものである。
【００９６】
　なお、この音声読み上げ動作は、図１８に示す表示画面３０でのコントローラパネル５
１の音声読み上げ操作部６０を操作することによって行なわれるのであるが、このコント
ローラパネル５１の操作については、図１９をもとに説明する。
【００９７】
　コントローラパネル５１の音声読み上げ操作部６０で「ＯＦＦ」ボタン６２が選択され
ているときには（図２０のステップ３００。なお、コントローラパネル５１の機能選択操
作部５３の「よみあげ」ボタン５５が選択されて図１８に示す表示状態となったときには
、操作を簡略化するために、通常、「ＯＮ」ボタン６１が選択された状態にある）、図１
２でのステップ２０４に戻り、次にコントローラパネル５１での操作がなされるまで、表
示画面３０では、図１８に示す表示状態が保たれながら、図１２でのステップ２０４，２
０７を繰り替えす。
【００９８】
　また、コントローラパネル５１の音声読み上げ操作部６０で「ＯＮ」ボタン６１が選択
されているとき、あるいは選択されたときには（図１９のステップ３００）、Ｗｅｂペー
ジ３１の読み上げ開始位置を決め（図２０のステップ３０１。「前をよむ」ボタン６３，
「次をよむ」ボタン６４がクリック操作されないときには、Ｗｅｂページ３１の開始とな
るタイトル）、この開始位置からのＷｅｂページ３１の読み上げ位置を決める（図２０の
ステップ３０２）。そして、この決定した位置の文章に対する合成音声のデータを記憶部
１２（図２）から読み取り、ステップ３０６，３０７を経て、このとき設定されている（
即ち、初期設定の）音量及び読む速さで合成音声を出力する。そして、ステップ３１３を
経てステップ３０２に進み、Ｗｅｂページ３１の文章の次の読み上げ位置を決め、以下、
同様にして、読み上げが行なわれる。
【００９９】
　このようにして、音声読み上げ操作部６０が操作されないと、Ｗｅｂページ３１の開始
位置から、初期設定の音量と読む速さで、音声読み上げが行なわれていく。このとき、表
示画面３０に表示されるＷｅｂページ３１では、図２１に示すように、文章の読み上げさ
れた部分７０が白黒反転、もしくは色調反転され（ここでは、途中から読み上げが行なわ
れている場合を示している）、読み上げられている部分が容易に分かるようにしている。
なお、このようにＷｅｂページ３１の読み上げが行なわれているときには、コントローラ
パネル５１の表示サイズ変更操作部５２での設定情報表示部５８で、例えば、「音声ＯＮ
」というように、音声読み上げの機能が実行されていることを示す情報が表示される。
【０１００】
　図２０に戻って、かかる読み上げ状態にあるときに、一度読み上げたところを再度読み
上げさせる場合には、音声読み上げ操作部６０の「前をよむ」ボタン６３をクリック操作
する（図２０のステップ３０６）。このクリック操作を行なう毎に、読み上げる位置がＷ
ｅｂページ３１の文章の１段落ずつ前の方に戻っていき、その位置から文章の読み上げ位
置を決め（図２０のステップ３０４）、その決められた文章の合成音声データを記憶部１
２（図２）から取り込んで音声出力をする（図２０のステップ３１２）。これ以降は、そ
の位置から音声の読み上げを行なっていく。
【０１０１】
　例えば、図１８に示すＷｅｂページ３１において、「介護保険制度に加入する人は」で
始まる段落を音声読み上げしているときに「前をよむ」ボタン６３がクリック操作される
と、１つ前の段落である「介護保険に加入する人」の読み上げに移り、さらに、「前をよ
む」ボタン６３がクリック操作されると、さらに１つ前の段落の「介護保険制度は、」で
始まる文章からの読み上げに移る。
【０１０２】
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　また、Ｗｅｂページ３１の読み上げ状態にあるときに、途中を飛ばして後の方の読み上
げをさせたい場合には、音声読み上げ操作部６０の「次をよむ」ボタン６４をクリック操
作する（図２０のステップ３０６）。このクリック操作を行なう毎に、読み上げる位置が
Ｗｅｂページ３１の文章の１段落ずつ後の方に移動していき、その位置から文章の読み上
げ位置を決め（図２０のステップ３０４）、その決められた文章の合成音声データを記憶
部１２（図２）から取り込んで音声出力をする（図２０のステップ３１２）。これ以降は
、その位置から音声の読み上げを行なっていく。
【０１０３】
　例えば、図１８に示すＷｅｂページ３１において、「介護保険制度に加入する人は」で
始まる段落を音声読み上げしているときに「次をよむ」ボタン６４がクリック操作される
と、１つ後の段落である「「第１号被保険者」とは、」で始まる文章の読み上げに移り、
さらに、「先をよむ」ボタン６４がクリック操作されると、さらに１つ後の段落の「「第
２号被保険者」とは、」で始まる文章からの読み上げに移る。
【０１０４】
　このようにして、「前をよむ」ボタン６３や「次をよむ」ボタン６４をクリック操作す
ることにより、読み上げをさせたい位置を適宜決めることができる。
【０１０５】
　また、Ｗｅｂページ３１の読み上げが行なわれているときに「音量設定」ボタン６６を
クロック操作することにより、音声読み上げの音量を調整することができる。この「音量
設定」ボタン６６の「－」部をクロック操作すると（図２０のステップ３０７）、その操
作毎に音量が１段階ずつ小さくなっていき（図２０のステップ３０８）、出力される合成
音声が低くなっていく。また、この「音量設定」ボタン６６の「＋」部をクロック操作す
ると（図２０のステップ３０７）、その操作毎に音量が１段階ずつ大きくなっていき（図
２０のステップ３０９）、出力される合成音声が高くなっていく。音量表示部６６ａでは
、そのときの音量が表示される。
【０１０６】
　さらに、Ｗｅｂページ３１の読み上げが行なわれているときに「よむ速さ設定」ボタン
６７をクロック操作することにより、音声読み上げの速さを調整することができる。この
「よむ速さ設定」ボタン６７の「－」部をクロック操作すると（図２０のステップ３０７
）、その操作毎に読む速さが１段階ずつ小さくなっていき（図２０のステップ３１０）、
出力される合成音声の速さが低くなっていく。また、この「よむ速さ設定」ボタン６７の
「＋」部をクロック操作すると（図２０のステップ３０７）、その操作毎に読む速さが１
段階ずつ大きくなっていき（図２０のステップ３１１）、出力される合成音声が速くなっ
ていく。
【０１０７】
　このようにして、Ｗｅｂページ３１の読み上げの音量や速さを適宜調整することができ
る。なお、音量や読む速さは５段階で調整可能としたが、これに限るものではないことは
いうまでもない。
【０１０８】
　Ｗｅｂページ３１のこのような音声読み上げ中に音声読み上げ操作部６０の「一時停止
」ボタン６５がクリック操作されると、図２０でステップ３０２～３１２の動作中で動作
が停止し、音声読み上げが一時停止する。この「一時停止」ボタン６５が再度クリック操
作されると、この一時停止が解除され、再び音声読み上げが行なわれる。
【０１０９】
　音声読み上げを終了する場合には、音声読み上げ操作部６０の「ＯＦＦ」ボタン６２を
クリック操作する。これにより、音声読みだし動作は終了し（図２０のステップ３１３）
、図１２でのステップ２０４に戻り、図１８に示す表示状態でステップ２０４，２０７の
判定動作を繰り替えす。勿論、このとき、コントローラパネル５１の音声読み上げ操作部
６０での「ＯＮ」ボタン６１がクリック操作されると、図２０に示す動作が行なわれて、
上記のように、Ｗｅｂページ３１の音声読み上げが行なわれる。
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【０１１０】
　なお、Ｗｅｂページ３１の音声読み上げの際には、図２１に示すように、文章の読み上
げている部分７０を白黒反転するとともに、吹き出し７１でもってその部分を拡大表示す
るようにしてもよい。これにより、読み上げ部分７０を視覚的にも容易に認識できる。
【０１１１】
　また、このようなＷｅｂページ３１の音声読み上げの際でも、コントローラパネル５１
での表示サイズ変更操作部５１を操作することができる。図２２はＷｅｂページ３１を拡
大率１９４％に拡大表示した場合を示し、図２３は拡大率５２％に縮小表示した場合を示
す。これらの場合、設定情報表示部５８で夫々の拡大率が表示される。なお、図２２及び
図２３では、コントローラパネル５１の機能選択操作部５３で「よみあげ」ボタン５５が
選択されているが、音声読み上げ操作部６０では、「ＯＦＦ」ボタン６２が選択されてい
るため、Ｗｅｂページ３１の音声読み上げは行なわれていないが、「ＯＮ」ボタン６１が
選択されていてＷｅｂページ３１の音声読み上げが行なわれているときには、設定情報表
示部５８では、「音声ＯＮ」などの情報も表示されることになる。
【０１１２】
　例えば、図１４や図１８に示す表示画面３０の表示状態でコントローラパネル５１の機
能選択操作部５３での「ふりがな」ボタン５６（図１５）をクリック操作すると、図２４
に示すように、表示画面３０に、Ｗｅｂページ３１とともに、機能設定領域５７がふりが
な（ルビ）操作部７２に代わったコントローラパネル５１が表示される。
【０１１３】
　このコントローラパネル５１を拡大して示すと、図２５に示すように、ふりがな（ルビ
）操作部７２では、操作表示マーク７３ａを備えた「ひらがな」ボタン７３と、操作表示
マーク７４ａを備えた「ローマ字」ボタン７４と、「元に戻す」ボタン７５とが設けられ
ている。これらボタン７２～７３も、クリック操作されると、押し込まれてへこんだよう
に表示され、また、操作表示マーク７３ａ，７４ａも、先の操作表示マークのように、色
弱者でも見易い色で点灯する。
【０１１４】
　かかるコントローラパネル５１のふりがな「るび」操作部７２の操作により、Ｗｅｂペ
ージの文章がふりがなが付されて表示されるものであるが、その動作を図２６に示すフロ
ーチャートにより説明する。なお、そのときのコントローラパネル５１は図２５をもとに
説明する。
【０１１５】
　いま、図１２のステップ２０４，２０７の判定処理が繰り返されて図１４や図１８に示
す表示画面３０の表示状態でコントローラパネル５１の機能選択操作部５３での「ふりが
な」ボタン５６（図１５）をクリック操作すると（図１２でのステップ２０４）、表示画
面３０は図２４に示す表示状態となり、ふりがな（ルビ）操作部７２を持つコントローラ
パネル５１が表示される。これとともに、図２６に示すフローチャートの動作に移るが、
このふりがな（ルビ）操作部７２が操作されない場合には（図２６のステップ４００）、
図１２のステップ２０４に戻り、ふりがなが付されていないときの図２４に示す表示状態
でステップ２０４，２０７の判定動作が繰り返される。
【０１１６】
　しかる後、コントローラパネル５１のふりがな（ルビ）操作部７２での「ひらがな」ボ
タン７３（図２５）がクリック操作されると、再び図２６に示す動作に入り、この「ひら
がな」ボタン７３のクリック操作が検出されて（図２６のステップ４００）、ひらがなル
ビの付加処理が行なわれる（図２６のステップ４０１）。これにより、図２４に示すよう
に、Ｗｅｂページ３１がその文章にひらがなによるふりがな７６が付されて表示される。
【０１１７】
　また、コントローラパネル５１のふりがな（ルビ）操作部７２での「ローマ字」ボタン
７４（図２５）がクリック操作されると、この「ローマ字」ボタン７４のクリック操作が
検出されて（図２６のステップ４００）、ローマ字ルビの付加処理が行なわれる（図２６
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のステップ４０２）。これにより、図２７に示すように、Ｗｅｂページ３１がその文章に
ローマ字によるふりがな７７が付されて表示される。
【０１１８】
　さらに、図２４もしくは図２７に示すようにふりがな７６，７７が付された表示状態で
、コントローラパネル５１のふりがな（ルビ）操作部７２での「元に戻す」ボタン７５（
図２５）がクリック操作されると、付されていたふりがなが除かれ、ふりがなのないＷｅ
ｂページ３１が表示された状態となる。この場合、コントローラパネル５１は、ふりがな
（ルビ）操作部７２を持つ状態で表示され手織り、図１２のステップ２０４，２０７の判
定動作が繰り返されて次のコントローラパネル５１の操作を待つ。
【０１１９】
　以上のようにして、この第２の実施形態では、表示画面３０に表示されるＷｅｂページ
３１の表示サイズの変更やカラーの変更ばかりでなく、Ｗｅｂページ３１の音声読み上げ
やふりがな付けの機能も有するものであって、コントローラパネル５１での簡単で分かり
易い操作でもって、かかる機能を用いることができ、閲覧者は適宜の機能を選択すること
により、Ｗｅｂページ３１をより見易いものとすることができる。
【０１２０】
　また、かかる機能の設定内容（上記の白黒反転の設定，音声読み上げ，ひらがなルビな
ど）は、その設定内容の解除の操作がない限り、表示画面３０での表示が停止されるまで
継続して設定されたままである。
【０１２１】
　ところで、図１４や図１６～図１８，図２１～図２４，図２７に示すように、表示画面
３０にコントローラパネル５１が表示されている状態でこのコントローラパネル５１の操
作が行なわれないときには、先にも説明したように、図１２でのステップ２０４，２０７
の判定動作が繰り返される待機状態（設定された機能でＷｅｂページ３１が表示されてい
る状態）にあるが、かかる待機状態で表示／非表示切替スイッチエリア５０のクリック操
作が行なわれると、あるいはコントローラパネル５１の「閉じる」ボタン５９（図１５）
のクリック操作が行なわれると（図１２のステップ２０７）、コントローラパネル５１の
表示が終了し（図１２のステップ２０８）、図１３に示すように、表示画面３０にＷｅｂ
ページ３１と表示／非表示切替スイッチエリア５０とが表示されている状態となる。かか
る表示状態で図１２のステップ２０１，２０２の判定動作が繰り返され、表示／非表示切
替スイッチエリア５０の次の操作を待つ待機状態になる。したがって、かかる状態で表示
／非表示切替スイッチエリア５０をクリック操作すると（図１２のステップ２０２）、次
のステップ２０３に進み、上記の機能設定が可能となる。
【０１２２】
　また、表示画面３０が図１３に示す表示状態にあって、図１２のステップ２０１，２０
２の判定動作を繰り返す待機状態にあるとき、この表示画面３０での表示／非表示切替ス
イッチエリア５０を上記の所定時間（例えば、１～２秒間）タッチ操作すると（図１２の
ステップ２０１）、図２８に示すステップ５００に進む。このステップ５００では、表示
画面３０に設定情報表示部が表示されているか否かの判定が行なわれ、この場合には（図
１３）、Ｗｅｂページ３１と表示／非表示切替スイッチエリア５０しか表示されていない
ので、設定情報表示部が表示されていないと判定し、設定情報表示部の表示処理を行なう
（図２８のステップ５０１）。
【０１２３】
　この結果、図２９に示すように、表示画面３０では、その一部に（Ｗｅｂページ３１や
表示／非表示切替スイッチエリア５０に重なるようにして）設定情報表示部７８が表示さ
れる。この設定情報表示部７８では、上記のように、機能設定操作によって設定された機
能の設定情報が表示される。図示する例では、Ｗｅｂページ３１が拡大率１００％で白黒
表示されており、また、音量「３」，読む速さ「１」で音声読み上げが行なわれ、さらに
、ひらならルビが行なわれていることを示している。
【０１２４】
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　このように、設定情報表示部７８の表示処理が行なわれると（図２８のステップ５０１
）、図１２のステップ２０１に戻り、ステップ２０１，２０２の判定動作が繰り返されて
次の操作を待つ待機状態になる。そして、図２９に示す表示状態で表示／非表示切替スイ
ッチエリア５０を再度所定時間タッチ操作を行なうと、図２８のステップ５００に進み、
設定情報表示部が表示されていると判定される。この場合には、設定情報表示部７８の表
示を終了させる処理が行なわれ（図２８のステップ５０２）、しかる後、図１２の２０１
に戻り、ステップ２０１，２０２の判定動作が繰り返されて次の操作を待つ待機状態にな
る。これにより、表示画面３０では、図２９に示す表示状態から図１３に示す表示状態に
移る。
【０１２５】
　なお、かかる設定情報表示部７８の画像データは、コントローラパネル５１の
設定情報表示部５８の部分を抽出したものである。
【０１２６】
　このようにして、閲覧者は、Ｗｅｂページ３１に対する現在の機能設定状態を確認する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】本発明によるクライアント端末の利用システムを示すシステム構成図である。
【図２】本発明によるクライアント端末の第１の実施形態の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図３】図１におけるサーバからクライアント端末にダウンロードされたＷｅｂページや
その表示形態を制御するためのソフトウェアを示す図である。
【図４】図２に示す第１の実施形態の動作の一具体例を示すフローチャートである。
【図５】図３に示す表示部の表示画面にダウンロードされたＷｅｂページだけを表示した
状態を示す図である。
【図６】図３に示す表示部の表示画面にＷｅｂページとこの表示形態を変更させるための
コントローラパネルとを表示した状態を示す図である。
【図７】図６に示すコントローラパネルの構成の一具体例を示す図である。
【図８】本発明によるクライアント端末の第１の実施形態でのコントローラパネルの操作
によってＷｅｂページが拡大表示した状態を示す図である。
【図９】本発明によるクライアント端末の第１の実施形態でのコントローラパネルの操作
によってＷｅｂページが縮小表示した状態を示す図である。
【図１０】本発明によるクライアント端末の第１の実施形態でのコントローラパネルの操
作によってＷｅｂページがモノクロ反転表示した状態を示す図である。
【図１１】本発明によるクライアント端末の第１の実施形態でのコントローラパネルの操
作によってＷｅｂページが色調反転表示した状態を示す図である。
【図１２】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態の動作の一具体例を示すフロ
ーチャートである。
【図１３】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態での図３に示す表示部の表示
画面にダウンロードされたＷｅｂページだけを表示した状態を示す図である。
【図１４】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態での図３に示す表示部の表示
画面にＷｅｂページとこの表示形態を変更させるためのコントローラパネルとを表示した
状態を示す図である。
【図１５】図１４に示すコントローラパネルの構成の一具体例を示す図である。
【図１６】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのコントローラパネルの操
作によってＷｅｂページがモノクロ反転表示した状態を示す図である。
【図１７】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのコントローラパネルの操
作によってＷｅｂページが色調反転表示した状態を示す図である。
【図１８】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページの音声読み
上げモードでの表示画面の一具体例を示す図である。
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【図１９】図１８に示すコントローラパネルの拡大図である。
【図２０】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページの音声読み
上げ処理動作を示すフローチャートである。
【図２１】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページの音声読み
上げモードでの表示画面の他の具体例を示す図である。
【図２２】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページの音声読み
上げモードでの表示画面のさらに他の具体例を示す図である。
【図２３】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページの音声読み
上げモードでの表示画面のさらに他の具体例を示す図である。
【図２４】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページのふりがな
（るび）モードでの表示画面の一具体例を示す図である。
【図２５】図２４に示すコントローラパネルの拡大図である。
【図２６】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページのふりがな
付け処理動作を示すフローチャートである。
【図２７】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態でのＷｅｂページのふりがな
（るび）モードでの表示画面の他の具体例を示す図である。
【図２８】本発明によるクライアント端末の第２の実施形態での設定情報表示部の表示処
理を示すフローチャートである。
【図２９】図２８に示す処理で設定情報表示部が表示された表示画面を示す図である。
【符号の説明】
【０１２８】
　１　クライアント端末
　２　サーバ
　３　ネットワーク
　１１　ＣＰＵ
　１２　記憶装置
　１３　外部端子
　１４　通信制御部
　１５　入力部
　１６　表示部
　２０　Ｗｅｂブラウザ
　２１　ＨＴＭＬファイルのＷｅｂページ
　２２　コントローラパネルのＨＴＭＬファイル
　２３　インターフェース操作プログラム
　２４　対象ＨＴＭＬ変更プログラム
　３０　表示画面
　３１　Ｗｅｂページ
　３２　コントローラパネル
　３７　画面カラー変更操作部
　５０　表示／非表示切替スイッチエリア
　５１　コントローラパネル
　５２　表示サイズ変更操作部
　５３　機能選択操作部
　５４　「カラー変更」ボタン
　５５　「よみあげ」ボタン
　５６　「ふりがな」ボタン
　５７　機能設定領域
　６０　音声読み上げ操作部
　７２　ふりがな（ルビ）操作部
　７８　設定情報表示部
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